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一
面
　　全
木
連
総
会
で
事
業
計
画
予
算
　　

　　　　　　な
ど
決
定
　　全
木
協
連
等
も
通
　　

　　　　　　常
総
会
提
出
議
案
を
審
議

二
面
　　全
木
連
事
業
計
画
　　ホ
ル
ム
ア

　　　　　　ル
デ
ヒ
ド
自
主
表
示
登
録
開
始

三
面
　　平
成
　　
年
の
木
材
需
給
量
は
八

１５

　　　　　　千
七
百
二
十
三
万
k

全
木
連
　　
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

１５

全
木
協
連
・
木
退
共
・
政
治
連
盟
と
も
会
議
を
開
催

　
全
木
連
は
、
三
月
二
十
五
日
に
東
京
港
区
の
「
虎

ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
」
で
総
会
及
び
理
事
会
を
開
催
し
、

平
成
十
五
年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
ほ
か
、

関
連
議
案
を
決
定
。
ま
た
、
五
月
八
日
に
開
催
す
る

総
会
に
提
出
す
る
平
成
十
四
年
度
の
事
業
報
告
、
収

支
決
算
の
議
案
に
つ
い
て
承
認
し
た
。
全
木
協
連
、

木
退
共
も
同
様
に
理
事
会
を
開
催
し
て
、
五
月
の
通

常
総
会
に
提
出
す
る
議
案
を
中
心
に
審
議
し
、
い
ず

れ
も
原
案
ど
お
り
承
認
・
決
定
し
た
。
政
治
連
盟
も

こ
の
日
の
常
任
委
員
会
で
、
五
月
九
日
に
開
く
通
常

総
会
へ
の
提
出
議
案
を
審
議
し
、
承
認
・
決
定
し
た
。

　
会
議
に
先
立
ち
、
久
我
会
長
が
挨
拶
。

十
五
年
度
に
つ
い
て
は
、
十
四
年
度
に

引
き
続
き
構
造
改
革
の
推
進
、
地
球
温

暖
化
防
止
、
乾
燥
材
・
新
Ｊ
Ａ
Ｓ
材
の

安
定
供
給
、
木
材
利
用
の
拡
大
、
環
境

配
慮
型
産
業
へ
の
再
生
、
違
法
伐
採
材

対
策
に
取
り
組
む
旨
を
表
明
。
ま
た
、

木
材
フ
ェ
ア
へ
の
協
力
を
要
請
し
た
。

　
総
会
で
は
、
ま
ず
、
事
業
実
行
結
果

に
よ
る
収
支
の
増
減
に
伴
っ
て
、
十
四

年
度
の
予
算
を
補
正
し
た
。

　
次
い
で
、
平
成
十
五
年
度
の
事
業
計

画
と
収
支
予
算
、
会
費
額
、
借
入
金
限

度
額
を
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　
理
事
会
で
は
、
五
月
の
総
会
に
提
出

す
る
平
成
十
四
年
度
の
事
業
報
告
案
と

収
支
決
算
案
を
承
認
し
た
ほ
か
、「
全
木

連
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
放
散
等
級
表
示

登
録
規
程
」
の
制
定
を
承
認
。
そ
の
ほ

か
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
格
付
、
認
定
に
関
連
し

て
定
款
の
一
部
改
正
の
予
定
、
ポ
ス
タ

ー
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
、
講
習
会
の
依
頼
内

容
に
つ
い
て
説
明
し
た
。

　
最
後
に
、
木
材
フ
ェ
ア
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
日

本
提
案
、
新
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
取
り
組
み
状
況
、

廃
棄
物
リ
サ
イ
ク
ル
対
応
、
バ
イ
オ
マ

ス
対
応
、
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
応
、
森
林

認
証
制
度
創
設
、
林
業
金
融
改
正
、
全

木
連
五
十
周
年
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
、
振

興
大
会
の
今
後
の
あ
り
方
等
報
告
し
て

終
了
し
た
。

全
木
協
連
理
事
会
・
臨
時
総
会

　
次
い
で
、
理
事
会
で
五
月
の
通
常
総

会
へ
の
提
出
議
案
を
審
議
し
、
①
平
成

十
四
年
度
事
業
報
告
承
認
の
件
②
同
収

支
決
算
及
び
剰
余
金
処
分
案
承
認
の
件

③
平
成
十
五
年
度
事
業
計
画
決
定
の
件

④
同
収
支
予
算
決
定
の
件
⑤
同
賦
課
金

決
定
の
件
⑥
同
加
入
金
決
定
の
件
⑦
同

借
入
金
最
高
限
度
額
決
定
の
件
⑧
同
役

員
報
酬
決
定
の
件
に
つ
い
て
原
案
ど
お

り
承
認
決
定
。
ま
た
、
杉
村
了
総
務
部

長
を
参
事
に
選
任
し
た
。

　
木
材
産
業
退
職
金
共
済
会
の
理
事
会

は
、
全
木
連
の
会
議
と
と
も
に
行
わ
れ
、
五
月
の
通
常
総
会
へ
の
提
出
議
案
を
審

議
し
、
①
平
成
十
四
年
度
事
業
報
告
承

　　　　　全
木
連
総
会
・
理
事
会

温
暖
化
防
止
や
木
材
利
用
推
進
に
取
り
組
む

配
当
を
実
施
・
木
材
フ
ェ
ア
開
催

　
全
木
協
連
の
理
事
会
・
臨
時
総
会
は
、

全
木
連
の
会
議
に
続
い
て
開
か
れ
た
。

　
冒
頭
、
庄
司
会
長
が
挨
拶
し
、
今
年

も
木
材
フ
ェ
ア
を
開
催
す
る
こ
と
、
全

体
の
事
業
が
落
ち
込
む
中
で
は
あ
っ
た

が
黒
字
決
算
で
、
か
つ
出
資
割
合
に
よ

る
配
当
を
行
う
こ
と
と
な
っ
た
こ
と
を

報
告
し
た
。

　
会
議
で
は
、
ま
ず
臨
時
総
会
を
行
い
、

事
業
実
行
結
果
と
補
助
事
業
の
追
加
に

伴
っ
て
平
成
十
四
年
度
予
算
を
補
正
し

た
。

四
面
　　共
同
取
引
事
業
推
進
策
を
検
討

　　　　　　景
況
調
査

　　　　木
　　退
　　共
　　理
　　事
　　会
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認
の
件
②
同
収
支
決
算
承
認
の
件
③
平

成
十
五
年
度
事
業
計
画
決
定
の
件
④
同

収
支
予
算
決
定
の
件
⑤
同
入
会
金
及
び

会
費
決
定
の
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

原
案
の
と
お
り
承
認
決
定
し
た
。

　
次
い
で
、
定
款
の
一
部
改
正
、
退
職

金
共
済
事
業
に
関
す
る
規
程
の
一
部
改

正
（
給
付
率
改
正
）、会
計
処
理
規
程
の

制
定
を
承
認
決
定
し
て
終
了
し
た
。

　
全
国
木
材
産
業
政
治
連
盟
は
、
午
後

四
時
よ
り
常
任
委
員
会
を
行
い
、
通
常

総
会
提
出
議
案
の
①
平
成
十
四
年
度
事

業
報
告
承
認
の
件
②
同
収
支
決
算
承
認

の
件
③
平
成
十
五
年
度
事
業
計
画
決
定

の
件
④
同
収
支
予
算
決
定
の
件
⑤
同
負

担
金
額
決
定
の
件
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ

れ
原
案
の
と
お
り
承
認
決
定
し
た
。

全
木
連
事
業
計
画
の
要
旨

　
三
月
二
十
五
日
の
総
会
で
決
ま
っ
た

全
木
連
の
事
業
計
画
は
、
①
木
材
利
用

の
推
進
②
木
材
産
業
構
造
改
革
の
推
進

③
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
確
立
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品

の
普
及
促
進
④
環
境
対
策
の
推
進
⑤
木

材
加
工
新
技
術
の
開
発
促
進
⑥
制
度
改

正
・
創
設
等
へ
の
対
応
―
の
六
点
が
柱

と
な
っ
て
い
る
。

　
計
画
事
項
の
主
要
項
目
は
、
次
の
と

お
り
。（
項
目
の
み
掲
載
）

　　　　　　　　　　　　◇

1
　
木
材
利
用
の
推
進

１
、
木
材
利
用
の
積
極
的
推
進

　
①
中
央
・
地
方
の
団
体
に
よ
る
消
費

　　　　者
視
点
に
立
っ
た
多
角
的
な
木
材

　　　　Ｐ
Ｒ
の
推
進

　
②
地
域
材
の
利
用
の
促
進

　
③
公
共
建
築
施
設
へ
の
木
材
利
用
の

　　　　促
進
へ
の
取
組

　
④
公
共
施
設
等
へ
の
地
域
材
利
用
の

　　　　優
先
使
用
に
つ
い
て
の
法
的
措
置

　　　　の
実
現
へ
の
対
応

2
　
木
材
産
業
構
造
改
革
の
推
進

１
、
木
材
産
業
の
再
編
整
備
へ
の
取
組

　
①
木
材
産
業
構
造
改
革
推
進
体
制
の

　　　　整
備

　
②
木
材
産
業
の
再
編
へ
の
取
組

２
、
建
築
基
準
の
性
能
規
定
化
、
住
宅

　　品
質
確
保
促
進
制
度
へ
の
対
応

　
①
乾
燥
材
の
生
産
、
供
給
の
促
進
対

　　　　策
へ
の
取
組

　
②
地
域
住
宅
産
業
と
の
連
携
強
化

３
、
生
産
加
工
・
流
通
体
制
の
再
構
築

　
①
木
材
需
給
の
安
定
対
策

　
②
木
材
加
工
・
流
通
の
合
理
化

４
、
木
材
産
業
の
体
質
強
化
へ
の
取
組

　
①
木
材
産
業
高
度
化
へ
の
取
組

　
②
労
働
安
全
衛
生
の
確
保

　
③
情
報
化
対
策

　
④
木
材
産
業
不
況
対
策
及
び
活
性
化

　　　　対
策
へ
の
取
組

3
　
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
確
立
と
Ｊ
Ａ
Ｓ
製

　　品
の
普
及
促
進

１
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
適
正
な
運
営
と
生

　　産
・
供
給
の
促
進

　
①
Ｊ
Ａ
Ｓ
制
度
の
適
正
な
運
営
へ
の

　　　　取
組

　
②
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
の
生
産
・
供
給
の
促

　　　　進
の
取
組

２
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
製
品
の
普
及
促
進
の

　　取
組

　
①
製
材
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普
及
促
進
の

　　　　取
組

　
②
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
材
品
普
及
推
進
展
示
会

　　　　の
見
直
し
検
討

4
　
環
境
対
策
の
推
進

１
、
環
境
・
循
環
対
策
へ
の
取
組

　
①
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
対
策
へ
の
積
極
的

　　　　取
組

　
②
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
利

　　　　用
へ
の
対
応

　
③
木
質
リ
サ
イ
ク
ル
へ
の
対
応

　
④
地
球
環
境
保
全
対
策
へ
の
取
組

　
⑤
森
林
認
証
と
木
材
ラ
ベ
リ
ン
グ
へ

　　　　の
取
組

２
、
健
康
・
安
全
対
策
へ
の
取
組

　
①
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
へ
の
取
組

　
②
Ｖ
Ｏ
Ｃ
の
健
康
へ
の
影
響
問
題
へ

　　　　の
対
応

３
、
地
球
温
暖
化
防
止
森
林
吸
収
源
十

　　ヶ
年
対
策
の
促
進
へ
の
取
組

5
　
木
材
加
工
新
技
術
の
開
発
促
進

6
　
制
度
改
正
・
創
設
等
へ
の
対
応

　　ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
自
主
表
示

　　　　　　　　　　全
木
連
が
登
録
業
務
を
開
始

　
シ
ッ
ク
ハ
ウ
ス
対
策
と
し
て
の
建
築

基
準
法
改
正
に
と
も
な
い
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
や

Ｊ
Ｉ
Ｓ
に
該
当
し
な
い
木
質
建
材
の
ホ

ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
放
散
等
級
を
表
示
で

き
る
よ
う
に
、
全
木
連
が
登
録
制
度
を

開
始
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
適
用
製
品
は
、
①
木
材
の
ひ
き
板
、

単
板
、
小
片
等
を
非
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ

ド
系
接
着
剤
に
よ
り
板
状
に
成
型
し
た

も
の
（
合
板
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
、
構
造

用
パ
ネ
ル
、
集
成
材
、
単
板
積
層
材
、

繊
維
板
、
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
ボ
ー
ド
を
除

く
。）②
①
を
基
材
と
し
て
、
表
面
に
二

次
加
工
し
た
も
の
③
木
材
の
ひ
き
板
、

単
板
、
小
片
等
を
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

系
接
着
剤
に
よ
り
板
状
に
成
型
し
た
も

の
で
あ
っ
て
、
国
土
交
通
大
臣
の
認
定

を
受
け
た
も
の
を
基
材
と
し
て
、
二
次

加
工
し
た
も
の
④
構
造
用
パ
ネ
ル
、
集

成
材
、
単
板
積
層
材
の
Ｊ
Ａ
Ｓ
マ
ー
ク

表
示
品
の
表
面
に
二
次
加
工
し
た
も
の

（
加
工
後
の
製
品
が
Ｊ
Ａ
Ｓ
規
格
に
該

当
す
る
も
の
を
除
く
）。

　
こ
の
制
度
は
、
該
当
の
製
品
に
つ
い

て
、
構
成
す
る
材
料
（
基
材
、
接
着
剤

等
）
の
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
放
散
等
級

等
を
あ
ら
か
じ
め
当
会
が
提
出
書
類
に

よ
り
確
認
し
、
そ
の
内
容
を
登
録
す
る

も
の
で
あ
り
、
登
録
さ
れ
た
製
品
に
つ

い
て
は
、「
全
木
連
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド

放
散
等
級
表
示
」
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

　
表
示
マ
ー
ク
に
は
、
登
録
業
者
が
、

表
示
の
名
称
、
ホ
ル
ム
ア
ル
デ
ヒ
ド
放

散
等
級
、
登
録
番
号
、
登
録
業
者
名
、

製
造
年
月
日
又
は
ロ
ッ
ト
番
号
及
び
問

い
合
せ
先
の
六
項
目
を
表
示
し
、
当
会

が
確
認
し
た
事
項
の
再
確
認
が
省
略
で

き
る
こ
と
に
よ
り
、
材
料
の
審
査
と
取

引
に
お
け
る
単
純
化
と
公
正
化
を
図
る

も
の
で
あ
る
。

　
そ
の
た
め
、
表
示
に
つ
い
て
の
責
任

は
す
べ
て
登
録
業
者
が
負
い
、
全
木
連

は
負
わ
な
い
。
あ
く
ま
で
も
製
造
者
の

自
己
責
任
に
よ
る
制
度
で
あ
る
。

　
な
お
、
こ
の
制
度
利
用
に
つ
い
て
は
、

会
員
企
業
に
限
る
こ
と
な
く
、
広
く
一

般
に
開
放
す
る
。

　
詳
細
は
全
木
連
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

閲
覧
さ
れ
た
い
。

　　表
示
マ
ー
ク
は
、
原
則
と
し
て
各
枚

ご
と
と
す
る
。
た
だ
し
、
建
設
現
場
、

加
工
工
場
等
ま
で
包
装
状
態
が
保
持
で

き
る
場
合
に
は
、
各
こ
り
ご
と
に
表
示

で
き
る
も
の
と
す
る
。

　　全
木
連
は
、
こ
の
表
示
か
ら
生
ず
る

一
切
の
責
任
を
負
わ
な
い
も
の
と
す
る
。

表示マーク例

全木連ホルムアルデヒド放散等級表示

F☆☆☆☆

○○○○

○○○○（株）

梱包の○○に表示

http://www.zenmoku.jp/hyoji

放 散 等 級

登 録 業 者

製造年月日

問 合 せ 先

　　　　　　政
治
連
盟
常
任
委
員
会

登 録 番 号
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　平
成
15
年
の
木
材
需
給
見
通
し

国
産
材
の
自
給
率
は
一
八
・
三
％
と
依

然
と
し
て
低
く
、
国
産
材
を
取
り
巻
く

環
境
は
厳
し
い
。

　
一
方
、
平
成
十
四
年
の
需
給
量
は
、

前
年
比
三
・
四
％
減
の
八
千
八
百
十
一

万
k
の
見
込
み
で
あ
る
。

14
　年
　見
　込
　み

15
　年
　見
　通
　し

　
昨
年
九
月
に
修
正
し
た
見
通
し
よ
り

は
二
百
四
十
七
万
九
千
k
積
み
増
し
と

な
っ
た
。

　
し
か
し
、
前
年
に
比
べ
、
住
宅
着
工

量
の
減
少
、
紙
パ
需
要
の
減
少
の
た
め
、

製
材
用
、
パ
ル
プ
・
チ
ッ
プ
用
は
需
要

減
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
合
板
用
は
前

年
並
を
維
持
し
、「
そ
の
他
用
」
は
増
加

が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

　
供
給
面
で
も
、
国
産
材
、
外
材
と
も

に
減
少
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

【
需
要
】

　
前
年
よ
り
も
さ
ら
に
新
設
住
宅
着
工

数
、
紙
・
板
紙
生
産
量
と
も
減
少
が
予

想
さ
れ
る
た
め
、
製
材
用
は
前
年
比
一

・
二
％
減
の
三
千
四
百
四
十
一
万
k
、

合
板
用
は
一
・
六
％
減
の
千
二
百
八
十

五
万
六
千
k
、
パ
ル
プ
チ
ッ
プ
用
は
一

・
二
％
減
の
三
千
七
百
三
十
一
万
二
千

k
と
見
通
さ
れ
て
い
る
。

　
た
だ
し
、
集
成
材
は
安
定
し
た
需
要

が
見
込
ま
れ
て
い
る
た
め
、
集
成
材
を

木
材
（
用
材
）
の
需
給
の
実
績
と
見
通
し

（
単
位
：
千

）
K

3.
〈
　
〉
内
は
、
工
場
残
材
等
を
利
用
し
た
木
材
チ
ッ
プ
の
需
給
量
で
あ
り
、
製
材
用
等
に
丸
太
換
算
し
て
含
ま
れ
て
い
る
た
め
外
書
き
と
し
た
。

4.
（
　
）
内
は
、
前
年
比
（
％
）
で
あ
る
。

5.
　数
値
の
合
計
値
は
、
四
捨
五
入
の
た
め
一
致
し
な
い
も
の
が
あ
る
。
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34
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11
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〈
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31
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（
93
.0
）

　　　　　　前
年
比
１
％
減
の
八
千
七
百
二
十
三
万
K

　
林
野
庁
は
、
三
月
二
十
七
日
に
木
材

需
給
対
策
中
央
協
議
会
を
開
催
し
、
平

成
十
五
年
の
木
材
（
用
材
）
需
給
見
通

し
を
策
定
し
た
。

　
そ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
十
五
年
の
需

給
量
は
、
前
年
比
一
・
〇
％
減
の
八
千

七
百
二
十
三
万
k
と
見
通
さ
れ
て
い
る
。

含
む
「
そ
の
他
用
」
だ
け
は
前
年
比
八

・
九
％
増
の
二
百
六
十
五
万
二
千
k
と

見
通
さ
れ
て
い
る
。

【
供
給
】

　
こ
の
需
要
に
対
し
て
供
給
面
で
は
、

国
産
材
は
前
年
比
〇
・
八
％
減
の
千
五

百
九
十
六
万
七
千
k
、
輸
入
材
は
一
・

〇
％
減
の
七
千
百
二
十
六
万
三
千
k
と

見
通
さ
れ
て
い
る
。

　
輸
入
材
の
中
で
は
、
丸
太
、
合
単
板
、

チ
ッ
プ
、
パ
ル
プ
は
前
年
よ
り
減
少
。

製
材
品
と
「
そ
の
他
」
は
前
年
よ
り
増

加
の
見
通
し
で
あ
る
。

資
料
：
平
成
7年
～
平
成
13
年
は
林
野
庁
「
木
材
需
給
表
」。
平
成
14
年
見
込
み
及
び
平
成
15
年
見
通
し
は
、
平
成
15
年
3月
に
策
定
し
た
数
値
で
あ
る
。

　　
注
：
1.
輸
入
材
の
う
ち
、
製
材
品
、
合
単
板
、
チ
ッ
プ
、
パ
ル
プ
及
び
そ
の
他
は
、
丸
太
換
算
材
積
で
あ
る
。

　　
　　
　　
2.
本
表
に
は
薪
炭
材
及
び
し
い
た
け
原
木
を
含
ま
な
い
。

製
材
品
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向

乾燥材取引への
関心度

受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

高　　い ほどほど 低　　い

強　含　み 保ち合い 弱　含　み

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格
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3月分集計表
モニター数131　　回答数79　　回収率60％

増加24％（19）
増加24％（19）
上昇　1％（　1）
上昇　5％（　4）

増加34％（27）
増加29％（23）
上昇　1％（　1）
上昇　5％（　4）

　4％（　3）
　5％（　3）
　6％（　4）
　4％（　3）
　8％（　5）

減少25％（20）
減少33％（26）
下降17％（13）
下降10％（　8）

減少13％（10）
減少13％（10）
下降　8％（　6）
下降　6％（　5）

19％（13）
17％（11）
18％（11）
35％（23）
25％（16）

77％（53）
78％（51）
76％（48）
61％（40）
67％（42）

変わらず51％（40）
変わらず43％（34）
変わらず82％（65）
変わらず85％（67）

変わらず53％（42）
変わらず58％（46）
変わらず91％（72）
変わらず89％（70）

49％（38） 51％（39） 　0％（　0）
モニター数114　　回答数57　　回収率50％

増加28％（16）
増加21％（12）
上昇　3％（　2）
上昇　5％（　3）

増加44％（25）
増加17％（10）
上昇　5％（　3）
上昇　0％（　0）

13％（　4）
　0％（　0）
13％（　4）
　5％（　2）

60％（　9）

減少26％（15）
減少23％（13）
下降18％（10）
下降21％（12）

減少14％（　8）
減少23％（13）
下降12％（　7）
下降19％（11）

17％（　5）
10％（　2）
23％（　7）
29％（12）

　7％（　1）

70％（21）
90％（18）
64％（19）
66％（27）

33％（　5）

変わらず46％（26）
変わらず56％（32）
変わらず79％（45）
変わらず74％（42）

変わらず42％（24）
変わらず60％（34）
変わらず83％（47）
変わらず81％（46）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　木
材
フ
ェ
ア
に
製
品
出
展

　　　　　　共
同
取
引
事
業
推
進
策
を
検
討

　　全
木
協
連
は
、
四
月
九
日
、
東
京
木

材
会
館
で
、
共
同
取
引
事
業
に
関
す
る

会
合
を
開
催
し
た
。
当
日
は
宮
崎
県
の

生
産
者
と
東
京
の
問
屋
業
者
と
の
間
で

意
見
交
換
が
行
わ
れ
、
共
同
取
引
事
業

の
推
進
方
策
が
検
討
さ
れ
た
。

　　共
同
取
引
事
業
は
、
と
も
に
全
木
協

連
の
会
員
で
あ
る
産
地
の
県
木
協
連
と

東
京
の
荷
受
組
合
と
の
間
で
の
製
材
品

の
取
引
き
事
業
で
あ
る
。
共
同
事
業
と

し
て
長
い
歴
史
を
有
し
て
い
る
が
、
最

近
の
環
境
変
化
も
あ
り
、
こ
の
と
こ
ろ

参
加
す
る
県
木
協
連
、
荷
受
単
協
と
も

減
少
し
、
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

　　そ
こ
で
、
従
来
は
共
同
取
引
事
業
に

参
加
し
て
い
な
い
問
屋
に
も
出
席
を
呼

び
か
け
、
事
業
の
内
容
や
宮
崎
材
の
出

荷
事
情
を
知
っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、

問
屋
側
の
希
望
も
産
地
に
知
っ
て
も
ら

い
、
事
業
の
推
進
に
役
立
て
た
い
と
い

う
趣
旨
で
会
議
を
開
い
た
も
の
。

　　出
席
者
は
、
東
京
木
材
問
屋
協
同
組

合
理
事
長
ほ
か
役
員
二
十
一
名
と
、
宮

崎
県
木
連
共
同
出
荷
部
会
九
名
の
合
計

三
十
名
と
当
初
の
予
定
以
上
の
参
加
が

あ
り
、
熱
の
こ
も
っ
た
討
議
が
行
わ
れ

た
（
東
京
木
材
問
屋
　（　）協
の
理
事
長
は
全

木
協
連
の
庄
司
橙
太
郎
会
長
）。

　　今
後
の
具
体
的
な
推
進
策
と
し
て
は
、

ま
ず
実
際
に
製
品
を
問
屋
側
に
見
て
も

ら
う
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
六
月
に

「
さ
い
た
ま
ス
ー
パ
ー
ア
リ
ー
ナ
」
で

開
催
す
る
木
材
フ
ェ
ア
に
新
J
A
S
製

品
の
宮
崎
材
を
五
十
k
出
展
し
、
広
く

消
費
者
、
木
材
関
係
者
に
P
R
す
る
と

と
も
に
取
引
の
拡
大
に
む
す
び
つ
け
る

計
画
で
あ
る
。

　　東
京
木
材
問
屋
協
同
組
合
に
は
、
組

合
員
の
参
観
を
う
な
が
し
て
も
ら
う
こ

と
に
な
っ
て
お
り
、
多
く
の
問
屋
関
係

者
の
来
場
が
期
待
さ
れ
る
。

　　そ
の
反
応
を
見
て
、
今
後
の
事
業
の

あ
り
方
を
判
断
す
る
こ
と
と
す
る
。


